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中学生以下部門「絵本大好き」（西村芹さん）
図書館の机に自分の好きな本を置いて、「さあ、見ようかなー」と目を向けた

子の眼とレンズが一体となって、この雰囲気と状況が見事に描き出されている。
写した子の見た広がり、奥行きもこの通りなのだろうかと新鮮に感じる。
（茶谷茂審査員）
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市外局番0422は省略しています

おはよう！三鷹市です
FMむさしの78.2MHz
月～金曜日10：20～25放送

武蔵野三鷹ケーブルテ
レビ5ch
1日4回放送
9:30/12:00/19:30/23:30

三鷹市市政情報番組

三鷹市
広報番組

みる・みる・
三鷹

●第256回（2月17日～3
月3日）
市民税の改正について／
情報バリアフリー研修／
三鷹市民駅伝大会

広報みたかは三鷹市シルバ
ー人材センター会員がお届
けしています。
qシルバー人材センター

@48―6721

人口と世帯
（平成19年2月1日）

●住民基本台帳
84,466世帯
172,056人
（男:85,131人・女:86,925人）
●外国人登録
3,020人

チケットのお求め方法
●電話予約　
芸術文化センター
@0422－47－5122
●インターネット販売
（事前登録要）
パソコン http://mitaka.jpn.
org
携帯電話 http://mitaka-art.
jp/ticket-m/
●窓口販売
芸術文化センター／三鷹市美
術ギャラリー／三鷹市公会堂
※学生券をお求めの方は当
日学生証を拝見します。
●販売時間・休館日
10：00～19：00 月曜日休館

芸術文化センター
風のホール
もぎぎのオーケストラ“くわ
しっく鑑賞ガイド”

「ハイドン：
再演！驚異の13人楽団」
2月24日º17：00開演　
全席指定
会員＝3,000円　一般＝3,500
円　学生＝1,800円

HP

HP

音楽監督・指揮・解説／茂木
大輔（NHK交響楽団首席オ
ーボエ奏者）
曲目／ハイドン：交響曲第60
番「粗忽者」ほか
ハイドンが率
いた「13人楽団」
でこそ味わえる
ハイドンの交響
曲のおもしろさ
をご堪能いただ
きます。
《プレトーク》
2月23日ª

19：00「ハイドンの13人楽団」
全席自由（講師：大崎滋生、
茂木大輔）
会員＝800円　一般＝1,000円

ドイツ・ロマンのオペラ　　

『ゼッキンゲンのトランペッ
ト吹き』ハイライツ
2月25日∂15：00開演　
全席指定　
会員＝2,000円 一般＝2,500円
学生＝1,300円
●終演後の交流パーティ
1,000円
企画監修・お話／池田卓夫
（日経新聞文化部編集委員）
出演／羽山弘子（ソプラノ）

三鷹市芸術文化振興財団（芸術文化センター内）
@47―5122  http://mitaka.jpn.org

★印の公演には託児サービスがあります。
※料金500円、要予約。対象：1歳～未就学児、
定員10人。チケット

インフォメーション
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羽山晃生（テノール）峰茂樹
（バリトン）佐藤正浩（ピアノ）
井上直樹（トランペット）
曲目／ネッスラー：歌劇「ゼ
ッキンゲンのトランペット吹
き」より　ヴェルディ：歌劇
「ドン・カルロ」より
領主の娘とトランペット吹
きの身分違いの恋の物語。第
二次大戦で散逸した楽譜が近
年ようやく復元されました。
その日本初演のキャストが登
場します。

沼尻竜典＆TMP 43rd
2007春の名曲コンサート
3月3日º18：00開演　
全席指定
18：00～みたかジュニア・
オーケストラのプレコンサー
ト、18：30～TMP演奏会
会員＝3,000円 一般＝3,500円
学生＝1,800円
出演／沼尻竜典（指揮）
江口有香（ヴァイオリン）
黒木岩寿（コントラバス）

曲目／A.ベルク：ヴァイオリ
ン協奏曲　ベートーヴェン：
交響曲第6番「田園」ほか
映画音楽の大家として有名
なニーノ・ロータの美しい旋律が
印象的な名作やコントラバス協
奏曲などもお届けします。

芸術文化センター
星のホール
劇団スロウライダー
第9回公演

『アダム・スキー』
3月16日ª～25日∂全席指定
前売／
会員＝2,500円　一般＝2,800円
当日／
会員＝2,800円　一般＝3,000円
高校生以下＝1,000円（前売当
日とも）
民俗学、国文学の研究者、
故・折口信夫とその弟子との
交流をモデルに、理想と現実
のはざまで煩悶（はんもん）
する人間の弱さともろさを骨
太に描きます。

3/16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
ª º ∂ ∑ ∏ （水・祝） ∫ ª º ∂

15:00 ● 休 ● ●　 ●
19:30 ● ●　 ● 演 ● ● ● ●　

茂木大輔

スロウライダー・タイムテーブル

今年で12回目を迎えるまちづくりフォトコンテ
スト。今回は「三鷹っていいな」をテーマに、529
点、170人の方から、さまざまな三鷹の光景の写
真をお寄せいただきました。
各部門の入賞作品は、次のとおりです。

○茶谷茂審査員
限られた地域内の被写体だけがテーマになるコン
テストであるが、各部門とも応募作品が結構バラエ
ティーに富んでいると思う。上位に入賞した作品は、
いずれも被写体に向き合って自分の気持ちをはっき
り表現しようとしたことが分かる写真である。被写
体はどこにでもあるので、季節や時間を選んで、何
度でもチャレンジすること、被写体の中でこれは大
切と思う部分を主役にし、画面内に余分なものを入
れないようにするといい。自分が被写体と出会った
ときの感動を素直に出すようにしてください。写真
を撮ることを楽しみましょう。
○ケイ・アンナ審査員
全体的に、色鮮やかな作品が多かった気がします。
何年もこのフォトコンテストの審査をしてきましたが、
毎年撮影が上達している感じを受ける一方で、例年
に比べてピンボケ写真の多さも気になりました。
応募者数は毎年同じくらいですが、もっとわくわ
くさせてくれる写真がほしいですね。もっと多くの
人が参加して、三鷹の良さを発見させてほしい、み
んなに見せてほしいと思いました。

é３月９日ª～11日∂午前10時～午後７時（11日
は午後５時まで）、産業プラザで。9日午後5時から
入賞作品の表彰式を行います（表彰式後に審査員に
よる展示作品の講評を予定）。
ê直接会場へ。
qñまちづくり三鷹@40－9669

審査員から一言

まちづくりフォトコンテスト作品展

大判部門

「魚棲む清い野川」
（倉澤誠也さん）
野川で遊ぶ子どもたちをうまいアングル、フレーミングで撮っている。写
し方がキチンとしていて遠近感が良く表現できていることと、人物の配置が
大変良く、特に手前の親子との色、形が効いている。光線状態も良かったの
で画面の隅々までシャープで明るかったことも幸いしている。
（茶谷茂審査員）

サービス判部門

「共に遊ぶ」
（桜木泰弘さん）

大判部門

「三鷹阿波おどり」
（永原正治さん）

（横山陽子さん）
大きい金魚ですね。傑作で

す。金魚の色に合わせた子ど
もの服の色もいい。自然と笑
顔がわき出てきます。ぐっと
気持ちがひきつけられた写真
です。
（ケイ・アンナ審査員）

中学生以下部門

「異空間へGO!」
（遠藤佑紀さん）

―金賞・銀賞以外の入賞作品と入賞者（敬称略）―
◆大判部門【銅賞】ふたりの時間（久保田浩友）、初夏
の頃（本橋省吾）、午後の居場所（竹田登美子）
◆サービス判部門【銅賞】水温む頃（塚本美由紀）、風
薫る（中村博一）、駅前広場（大坪晋作）
◆中学生以下部門【銅賞】ツルツルのピッカピカ（小俣
優香）、ちびっ子農園のかたちの木（吉田真哉）、静か
な場所（西村崚）
◆審査員特別賞 公園の昼下り（祓川昭）、三鷹の生
きているマスコット（菅野みわざ）、刈り入れ（土門喜
昭）
◆まちかど発見賞 朝のおつとめ（板橋久夫）、若葉萌
え・大沢の里（倉澤鈴江）、花よりだんご？（高橋利江
子）、打ち水終って（浅野幸雄）、お手本（能登正俊）

サービス判部門「わぁ～！大きい金魚」

★この記事を切り抜いて展覧
会にお持ちください。１回に限
り２人まで一般入場料800円を
640円に割り引きます。


